
・

・

・

・

３  水と緑に囲まれた快適環境都市

１）地球環境問題への対応

【計画事業】

○地球環境問題への対応

地球環境問題への対応

市民１人あたりの電気・ガスの１年間の使用量　　電気6,344kwh　　ガス144㎥(平成16年度)

【事業体系】

施策の内容

環境教育や交流活動の推進

３－１　　身近なところから地球環境を保全する

環境保全課

公共施設の光熱水費の削減
地球温暖化問題の普及・啓発

平成19年度 平成20年度

担当課 環境保全課

市も事業所として光熱水費の削減や公共施設の室温管理の徹底などに取り組むとともに、市民や事
業者などの主体的な取り組みを促すため、地球温暖化問題の普及・啓発に努めます。

環境アクションプランの実施
公共施設の光熱水費の抑制
地球温暖化問題の普及・啓発

年次計画

事業番号 31101 事業名

事業内容

省エネルギー対策に取り組んでいる市民の割合　　64.4％(平成16年度市民アンケート)

地球温暖化対策事業
(もったいないプロジェクト)　【重点施策16】

平成18年度

住宅用太陽光発電システム設置費補助事業

環境保全ＰＲ事業

【再掲】環境アクションプラン策定事業　【重点施策16】

担当課

環境保全課

環境保全課

地球温暖化対策実行計画や環境アクションプランに基づき、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排
出抑制に向けた取り組みを「もったいないプロジェクト」として総合的に展開します。

地球環境の保全に向け、市民の地球環境問題に関する理解や知識が深まるよう、環境教育や環境学習
を推進します。

事　業　名

市民が取り組む省エネルギー対策を支援するため、住宅用太陽光発電システムの設置を促進します。

市自らも事業所として、引き続き、低公害車の導入や光熱水費の削減などに取り組み、事業活動に伴う温
室効果ガスの排出抑制を図ります。

地球温暖化対策事業(もったいないプロジェクト)　【重点施策16】

環境保全課

環境アクションプランの実施
公共施設の光熱水費の抑制
地球温暖化問題の普及・啓発

参考現状値
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(千円)　　

○環境教育や交流活動の推進

7,665

事業概要

地球環境問題への市民の関心を高めるため、環境フェアの開催やアイドリングストッ
プ運動など、環境保全に関する普及・啓発活動に取り組みます。

事業名(担当課)

環境保全ＰＲ事業
(環境保全課）

○計画事業費

【主要事業】

2,030

平成18年度

3,605

平成19年度 平成20年度

2,030

３ヵ年の合計

年次計画

事業内容

平成18年度

補助

事業番号 31102 事業名 住宅用太陽光発電システム設置費補助事業

太陽光発電システムの普及を促進するため、市民が住宅用太陽光発電システムを設置した場合、そ
の費用の一部を補助します。１kwあたり25,000円補助、１件あたり４kwまで補助します。

補助

環境保全課担当課

平成19年度 平成20年度

補助

事業番号 31203 事業名
環境アクションプラン策定事業
【重点施策16】

【再掲】 担当課 環境保全課

事業内容

環境基本計画に示された施策を推進するため、市民、事業者などが、日常の生活や活動の中で配慮
すべき事項や実践すべき事項をまとめた「環境配慮指針」や、省エネルギーのための取り組みや環境
負荷の少ないエネルギーの公共施設への導入などに関する市の基本方針をまとめた、「クリーンエネ
ルギービジョン」を策定します。

年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

環境アクションプラン策定
・環境配慮指針
・クリーンエネルギービジョン
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・
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・

環境保全課

環境保全課

環境保全課

環境保全課

サーチライト等の使用規制に関する条例制定事業　【重点施策16】

環境アクションプラン策定事業　【重点施策16】

ＩＳＯ１４００１維持管理事業

環境監視体制の強化・充実

環境保全活動や環境学習な
どの推進

三番瀬の保全と活用に向けた取り組みの推進

自動車排出ガス対策の推進

浦安市民水源の森事業　【重点施策８・14】

自動車排出ガス対策事業

大気汚染常時測定

ダイオキシン類調査事業

自動車大気汚染等測定

河川等水質測定

羽田空港航空機騒音問題対策事業

企画政策課
環境保全課

環境衛生等事業の充実 ゴミゼロ運動推進事業

担当課

環境保全課

環境保全課

環境保全課

事　業　名

環境保全条例制定事業　【重点施策16】

環境保全課

環境保全課

環境保全課

環境保全課
指導課
生涯学習課
青少年課

環境レンジャー課

環境情報提供事業

環境保全課

２）環境保全対策の充実

総合的な環境行政の展開

【事業体系】

施策の内容

市自らの事業者責任として、環境マネジメントシステムの維持管理に努め、市の事業活動に伴う環境負荷
の低減に取り組みます。

環境基本計画に示された諸施策を推進するため、環境アクションプランを策定し、市民や事業者などの身
近な地域や日常生活の中での環境問題への取り組みを促進します。

環境基本条例に掲げる理念を具体化し、身近な生活環境を保全していくため、大気汚染や河川の水質、
騒音、振動など、本市を取り巻く環境の監視や測定、調査に取り組むとともに、環境保全条例などの制定
に取り組みます。

自動車排出ガス対策として、公用車への低公害車の導入や、市民や事業者、滞在者などに対するアイド
リングストップやエコドライブなどの啓発活動を進めます。

清潔できれいなまちづくりを推進するため、自治会を中心にボランティア団体やＮＰＯなどと連携しながら、
空き缶などのポイ捨て防止に関する啓発活動やゴミゼロの日にあわせた公共空間でのごみ拾い運動な
ど、環境衛生対策に取り組みます。

河川の水質改善の推進 河川環境対策事業 【再掲】 土木課

地域の自然に関する情報を集めた環境マップを作成し、環境に関するさまざまな情報とあわせ、インター
ネットを通して市民に公開することにより、市民の環境学習や環境活動を支援します。

三番瀬で環境学習や清掃などに取り組む市民、ボランティアの活動を支援し、市民の身近な自然に対す
る理解を深めるとともに、三番瀬の保全や活用に向けた取り組みを進めます。また、高崎市に開設した浦
安市民水源の森を活用し、普段の生活では体験できない自然体験や環境学習に取り組みます。
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年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

環境アクションプラン策定
・環境配慮指針
・クリーンエネルギービジョン

事業内容

環境基本計画に示された施策を推進するため、市民、事業者などが、日常の生活や活動の中で配慮
すべき事項や実践すべき事項をまとめた「環境配慮指針」や、省エネルギーのための取り組みや環境
負荷の少ないエネルギーの公共施設への導入などに関する市の基本方針をまとめた、「クリーンエネ
ルギービジョン」を策定します。

事業番号 31203 事業名 担当課

事業内容
平穏でより快適な生活環境を確保するため、屋外でのサーチライトやレーザー光線の使用制限に関す
る条例を制定します。

年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

条例制定

事業番号 31202

騒音や悪臭などの公害が少ないと感じる市民の割合　　8.4％(平成17年度市民意識調査)

事業番号 31201 環境保全課担当課環境保全条例制定事業　【重点施策16】事業名

平成19年度

　

都市生活型公害や地球温暖化などの地球規模の環境問題に対応するとともに、環境基本条例に示し
た理念の実現を図るため、具体的な規制を盛り込んだ環境保全条例を制定します。

年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

境川からの導水ポンプ設置

条例制定

事業名 河川環境対策事業 【再掲】

　

担当課

事業名

環境保全課

土木課

担当課 環境保全課

環境アクションプラン策定事業　【重点施策16】

【計画事業】

○総合的な環境行政の展開

○河川の水質改善の推進

事業番号 33402

事業内容
特定の水源がなく生活雑排水が周辺から流入する堀江川の水質を改善するため、境川から河川水を
導水するポンプを増設し、希釈効果により水質を改善します。

年次計画

事業内容

平成18年度 平成20年度

サーチライト等の使用規制に関する条例制定事業
【重点施策16】

参考現状値
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(千円)　　

○総合的な環境行政の展開

事業名(担当課) 事業概要

年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

市民やボランティアなどへの支援
市民利用のあり方の検討

市民やボランティアなどへの支援 市民やボランティアなどへの支援

企画政策課
環境保全課

事業内容
三番瀬で自然観察会や環境学習、クリーンアップに取り組む市民やボランティアの活動を支援します。
また、今後の三番瀬の市民利用のあり方について検討します。

事業番号 31205 事業名
三番瀬の保全と活用に向けた取り組みの推進
【重点施策14】

担当課

年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

自然環境基礎調査(春期～秋期)環境マップの作成・公開 環境情報サイト開設

事業内容
地域の自然環境に関する基礎的データを収集し、GIS(統合型地理情報システム)を活用した環境マッ
プを作成し、環境学習や環境施策の検討に活用します。また、環境マップや常時監視している大気の
状況などのほか、本市の環境に関するさまざまな情報やデータを集めて、ホームページで公開します。

事業番号 31204 事業名 環境情報提供事業 担当課 環境保全課

年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

環境学習や自然体験学習会の
開催
林間学校での利用

環境学習や自然体験学習会の
開催
林間学校での利用

環境学習や自然体験学習会の
開催
林間学校での利用

事業番号 31206 事業名 浦安市民水源の森事業　【重点施策８・16】

○環境保全活動や環境学習などの推進

【主要事業】

3,437

平成18年度

23,039

平成19年度 平成20年度

1,914

３ヵ年の合計

担当課

山歩きや森林浴など市民の野外レクリエーションの場として、高崎市に開設した浦安市民水源の森の
活用を進めます。また、自然の恵みや環境保護への理解を深めるため、森林インストラクターの指導
のもと、森林や山里の整備、自然体験や環境学習に取り組みます。

環境保全課／指導課
／生涯学習課／青少
年課

28,390

○計画事業費

市の事業活動に伴う環境負荷を継続的に削減するため、環境マネジメントシステム
ＩＳＯ１４００１の維持管理に努めます。

事業内容

ISO14001維持管理事業
(環境保全課）
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自動車大気汚染等測定
(環境保全課）

市内主要幹線道路を通行する自動車による大気汚染や騒音、振動の状況を把握す
るため、定期的な監視を行います。

○自動車排出ガス対策の推進

事業名(担当課) 事業概要

羽田空港航空機騒音問題対策事
業(環境保全課）

羽田空港D滑走路の供用開始に伴う航空機騒音問題に対応するため、騒音実態調
査を実施します。

自動車排出ガス対策事業
(環境保全課）

公用車へのＣＮＧ車(天然ガス自動車）などの低公害車の導入を進めるとともに、市
民、事業者、滞在者向けにアイドリングストップなどの啓発活動を行います。

○環境監視体制の強化・充実

事業名(担当課) 事業概要

河川等水質測定
(環境保全課）

市内４河川(境川・猫実川・堀江川・見明川）及び旧江戸川、東京湾の水質検査を定
期的に実施します。

大気汚染常時測定
(環境保全課）

猫実一般環境大気測定局で、市内の大気の状況を常時監視します。

ダイオキシン類調査事業
(環境保全課）

大気中のダイオキシン類の状況を把握するため、市内４ヶ所で定期的な調査を実施
します。

事業概要

「美しいふるさとづくり運動」の一環として、ゴミの散乱防止と再資源化の促進に向け、
普及・啓発を図るため、毎年5月30日のゴミゼロの日にあわせ、散乱した空き缶などを
自治会や市民が一体となって清掃するゴミゼロ運動を推進します。

事業名(担当課)

ゴミゼロ運動推進事業
(環境レンジャー課）

○環境衛生等事業の充実
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・

・

○総合的な住宅施策の展開

計画策定委員会設置

住宅対策課担当課

平成20年度

住宅施策を総合的に展開していくため、都市計画マスタープランに示された住宅整備方針を基本に、
福祉や環境などさまざまな視点から課題を整理し、住宅基本計画を策定します。

計画策定年次計画

平成19年度

住宅対策課

障害福祉課
高齢者支援課

住宅基本計画策定事業

住宅基本計画策定事業

事業内容

施策の内容

分譲集合住宅支援事業

【再掲】

事　業　名

総合的な住宅施策の展開

良質な民間住宅の供給 住宅改修費助成事業

３－２　快適な生活環境を整備する

高齢者世帯や若い世帯など、多様な世帯が住み続けられるよう、良質な民間住宅の供給を促進するととも
に、高齢化の進行や世帯構成の変化などに対応し、総合的な住宅施策を推進するため、住宅基本計画
の策定に取り組みます。

本市の住宅の約７割を占める集合住宅が適正に維持・管理されるよう、集合住宅を対象とした支援方策の
検討を進めるとともに、分譲集合住宅の管理組合の活動を支援します。

１）住宅対策の推進

担当課

住宅対策課

【事業体系】

集合住宅対策の推進
分譲集合住宅共用部分修繕等工事資金利子補給金交付制度 住宅対策課

長期修繕計画を作成している分譲集合住宅の割合　　84.4％
(平成16年度分譲集合住宅を対象とした実態調査)

【計画事業】

県営と市営を合わせた市内の公営住宅の数　　499戸(平成16年度)

32101 事業名

平成18年度

検討

事業番号

参考現状値
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(千円)　　

○集合住宅対策の推進

事業内容

担当課 住宅対策課

○良質な民間住宅の供給

事業名(担当課) 事業概要

セミナーの開催
管理相談会の開催

セミナーの開催
管理相談会の開催
検討会の設置

○計画事業費

セミナーの開催
管理相談会の開催
新たな支援策の実施

年次計画

平成18年度

【主要事業】

3,416

平成18年度

1,834

平成19年度 平成20年度

6,593

平成19年度 平成20年度

３ヵ年の合計

11,843

分譲集合住宅の適正な維持・管理を促進していくため、アドバイザーや専門家による相談会やセミ
ナーを開催します。また、これらの成果やいままでの取り組みの実績を踏まえ、市民を交えた検討会を
設置し､新たな分譲集合住宅への支援策の検討を進めます。

32102 事業名 分譲集合住宅支援事業

事業概要

介護を必要とする６歳以上65歳未満の重度の身体障害者、もしくは介助を必要とする
65歳以上の介護保険認定者が、居宅でより安全に日常生活がおくれるよう、浴室・ト
イレなどを改修する費用の一部を助成します。

○集合住宅対策の推進

分譲集合住宅の共有部分の改修工事を行った管理組合に対して、最長10年間、借
入金利子の一部を補助します。

事業名(担当課)

分譲集合住宅共用部分修繕等工
事資金利子補給金交付制度
(住宅対策課）

住宅改修費助成事業
（障害福祉課／高齢者支援課）

事業番号
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２）廃棄物対策の充実

【計画事業】

市民１人が１日に排出するごみの量　　754g(平成16年度実績：浦安市清掃概要)

事業所１件あたりの年間のごみの排出量　　7.61t(平成16年度実績：浦安市清掃概要)

【事業体系】

施策の内容

一般廃棄物処理基本計画に基づき、適正なごみの収集と処理を推進します。また、収集用指定ごみ袋制
度の導入にあわせ、小規模事業者から輩出される事業系ごみの適正な収集と処理に取り組みます。

ごみのリサイクル率(資源として回収されたごみの量／ごみの総量)　　20.30％(平成16年度実績：浦安市清掃概要)

ごみの減量・再資源化の推進

担当課

平成19年度

年次計画 取り組みの普及・啓発

平成18年度

環境への負荷が少ない物質循環を基調とした社会づくりに向け、ごみの分別収集や指定ごみ袋制度の
徹底、ビーナス計画の推進、イベントごみの発生抑制などに取り組み、ごみの減量化・再資源化を推進し
ます。

イベントごみ減量事業

廃棄物処理施設については、老朽化対策や機能の更新、次期施設建設に至るまでの中長期の整備計
画を策定するとともに、施設の適正な維持・管理が図られるよう、設備機器の定期的な補修や修繕を進め
ます。

担当課事業番号

取り組みの普及・啓発イベントの際のごみの発生抑制
に関する指針の策定

ごみゼロ課事業名 イベントごみ減量事業

事業内容

32201

事　業　名

ごみ減量・リサイクル奨励事業

廃棄物処理施設中長期整備基本計画策定事業

エコ・セメント推進事業

粗大ごみ受付事業

ごみゼロ課

クリーンセンター

ごみゼロ課

収集・処理体制の整備
収集用指定ごみ袋制度推進事業 ごみゼロ課

クリーンセンター

○ごみの減量・再資源化の推進

平成20年度

イベントの開催に伴い発生するごみの減量化や使い捨て食器の削減を図るため、イベントの主催者や
参加者に主体的な取り組みを促すための指針を策定するとともに、指針に基づく取り組みの普及・啓
発に努めます。

クリーンセンター

参考現状値
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(千円)　　

最終処分場の延命化と焼却残渣の再資源化を図るため、焼却残渣のエコ・セメント化
を推進します。

エコ・セメント推進事業
(クリーンセンター）

平成20年度

0

３ヵ年の合計

ごみ減量・リサイクル奨励事業
(ごみゼロ課）

○収集・処理体制の整備

平成19年度平成18年度

45,367

ビーナスニュースの発行やマイバッグ運動など、ごみの減量化に関する情報提供や
啓発活動を進めるとともに、廃食油や牛乳パックなどのリサイクル、自治会やＰＴＡな
どによる資源回収の促進など、ごみの減量化とリサイクルの推進に取り組みます。

【主要事業】

15,000 60,367

平成18年度 平成19年度 平成20年度

事業内容

32202

年次計画

事業番号

クリーンセンター(ごみ処理施設)をできるだけ長期間、適正に使用するという視点から、老朽化対策や
機能更新を計画的に実施していくための中長期の整備計画を策定します。また、し尿処理施設を適正
に運転していくための検討もあわせて行います。

事業名 廃棄物処理施設中長期整備基本計画策定事業 担当課 クリーンセンター

○収集・処理体制の整備

事業名(担当課) 事業概要

収集用指定ごみ袋制度推進事業
(ごみゼロ課）

ごみの分別収集を徹底するとともに、小規模事業者から排出される事業系ごみの適
正処理を図るため、収集用指定ごみ袋制度を推進します。

粗大ごみ受付事業
(クリーンセンター）

予約制となっている粗大ごみの収集については、市民の利便性の向上を図るため、
24時間、インターネットからの申し込みを受付けます。

○ごみの減量・再資源化の推進

事業名(担当課) 事業概要

中間報告

○計画事業費

計画策定
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・

３）生活支援基盤の整備

水道・ガス・電気の供給については、新町地域や工業ゾーンなどの開発に伴う需要の増加に対応した安
定供給を関係機関に働きかけていくとともに、ライフラインの災害対応力の強化を関係機関に要請しま
す。
また、限りある資源のために省エネルギーを推進します。

現在、県で検討が進められている、県営水道のあり方に関する検討会の動向を注視していきます。
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・

事業番号 32402 事業名

設備が老朽化した舞浜第２中継ポンプ場の大規模改修に向けた検討を進めます。

処理能力を維持するため、設備が老朽化した下水道中継ポンプ場については、施設の更新に向けた検
討や設備の改修に取り組みます。

○公共下水道の整備

未整備区域の面整備

平成18年度

未整備区域の面整備

事業内容

事業番号

４）下水道の整備

【計画事業】

下水道処理区域に住んでいる市民の割合　97.4％　(平成16年度)

【事業体系】

施策の内容

元町地域や鉄鋼通り地区の未整備区域での面整備に努め、下水道の供用区域の拡大を図ります。

公共下水道整備事業

既設下水道管の適正な維持・管理を図るため、清掃や補修、修繕を計画的に進めます。

下水道が整備されている割合(下水道処理区域の面積／行政面積)　　81.6％(平成16年度)

平成20年度

32401 事業名

平成19年度

公共下水道整備事業

年次計画

事業内容

担当課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課担当課

平成20年度

下水道課

元町地域や鉄鋼通り地区の未整備区域での面整備を進め、下水道の供用区域の拡大を図ります。

事　業　名

既設下水道施設の維持補修事業

舞浜第２ポンプ場更新事業
公共下水道の整備

年次計画

平成18年度 平成19年度

高洲中継ポンプ場改修事業

舞浜第２ポンプ場更新事業 担当課

基本計画

未整備区域の面整備

参考現状値
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(千円)　　

平成19年度

事業内容

計装設備の更新

事業名 高洲中継ポンプ場改修事業

平成20年度

254,330

３ヵ年の合計

○計画事業費

下水道課担当課

○公共下水道の整備

事業名(担当課) 事業概要

事業番号

処理能力を維持するため、老朽化している高洲中継ポンプ場の設備機器の計画的な更新を進めま
す。

平成18年度 平成19年度 平成20年度

32403

既設下水道施設の維持補修事業
（下水道課）

下水道管の適正な維持・管理を図るため、定期的なカメラ調査を実施し、補修や修
繕、清掃を計画的に行います。

無停電電源装置の更新年次計画

【主要事業】

322,730

平成18年度

336,080 913,140

計装設備の更新
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(千円)　　

平成18年度

372,782 678,782

事業番号

○計画事業費

年次計画

事業内容

○斎場の整備

事業名(担当課) 事業概要

9,000

環境保全課

墓所の安定供給を図るため、第２工区第２街区633基の墓所を整備します。また、利用者の利便性の
向上を図るため、管理棟を併設した集会施設を建設するとともにアクセス道路を整備します。さらに、
公園機能の充実を図るため、展望広場を整備します。

展望広場設計

公園緑地課担当課

平成20年度

展望広場整備工事（6,500㎡）
第２工区第２街区墓所整備
(633基)

墓地公園の年間の利用者数　　109,524人(平成16年度)

管理棟・集会施設建設
50ｍ外周緑地内アクセス道路整
備

事業名

事　業　名

平成19年度

墓地公園整備事業

平成18年度

斎場の整備 斎場管理運営事業

32501

５）墓地公園･斎場の整備

【計画事業】

墓所及び納骨堂の使用者数　　3,289人(平成16年度)

斎場使用者数　　600人(平成17年度想定値)

【事業体系】

施策の内容 担当課

公園緑地課

墓地公園については、墓所の安定供給に向け墓所整備を進めるとともに、利用者の増加や利便性の向
上を図るため、管理棟を併設した集会施設の整備や公園機能の充実に取り組みます。また、日の出･明
海地区の基盤整備の進捗にあわせ、墓地公園へのアクセス道路の整備を進めます。

墓地公園整備事業

斎場管理運営事業
（環境保全課）

平成17年７月に千鳥地区に開設した斎場の適正な管理・運営を進めます。

平成19年度

平成17年７月に千鳥地区に開設した斎場の適正な管理・運営に努めます。

平成20年度

297,000

３ヵ年の合計

○墓地公園の整備の推進

【主要事業】

墓地公園の整備の推進

参考現状値
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・

・

・

・

３－３　生活にうるおいを与える環境を創造する

総合公園については、整備済み部分の一般開放を進めるとともに、平成20年度の全面開園に向け、水と
緑が一体となったうるおいのある公園となるよう整備を進めます。

担当課

公園緑地課

旧清掃工場等跡地で整備を進めている弁天ふれあいの森公園については、整備済み部分の段階的な市
民開放を進め、平成19年度の全面開園をめざします。また、公園内に整備したグリーンハウスを拠点に、
公園の里親制度に取り組みます。

元町・中町地域の街区公園を対象に、地域住民の参加を得ながら、より身近で親しまれる公園となるよう、
再整備に取り組みます。また、街路樹や公園の剪定枝をチップ化し堆肥やマルティング材として再利用す
るため、緑のリサイクル事業を推進します。

公園緑地課

１）公園･緑地の整備

市民一人あたりの公園・緑地の面積　　6.52㎡(平成16年度)

公園が適正に管理されていると感じている市民の割合　　61.1％(平成16年度市民アンケート)

【事業体系】

施策の内容

緑の基本計画に基づき、公園・緑地の計画的な整備・改修を進めるとともに、適正な維持・管理に努めま
す。また、元町地域のうち近隣公園規模の公園が不足している地区については、将来、公園を整備して
いくための用地の取得について検討します。

日の出･明海地区の公園や緑地については、事業主体である都市機構や県企業庁との調整を図りなが
ら、海や河川と一体となった魅力あふれる水辺空間となるよう、整備を促進します。

公園・緑地の面積　　99.84ha(平成16年度)

公園緑地課

公園緑地課

公園緑地課

事　業　名

【再掲】

弁天ふれあいの森公園整備事業　【重点施策14】

身近な公園づくり事業

総合公園整備事業　【重点施策14】

緑のリサイクル事業

日の出北公園整備事業(浦安東地区３号近隣公園整備事業)

適正な維持・管理の推進

市民に親しまれる公園の整備

参考現状値
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○市民に親しまれる公園の整備

全面開園(13.2ha)

平成18年度

一部開園(5.0ha)
整備工事
・管理棟建設
・デイキャンプ場整備

事業内容

担当課

33101 事業名

41301 事業名
日の出北公園整備事業
(浦安東地区３号近隣公園整備事業)

事業内容

平成19年度 平成20年度

担当課事業番号

【計画事業】

全面開園

担当課 公園緑地課

平成18年度に整備済み部分を一部開園し、さらに未整備部分の整備を進め、平成19年度に全面開園
します。また、市民の主体的な花植え活動などを支援するとともに、周辺住民やボランティアとの協働
による公園管理を進めるため、公園内に整備したグリーンハウスを拠点に公園の里親制度に取り組み
ます。

事業番号

日の出北公園の未整備部分について、事業主体の都市機構と調整を図りながら整備を進め、平成19
年度に全面開園します。

平成18年度 平成19年度 平成20年度

【再掲】 公園緑地課

整備工事
(0.58ha)

年次計画

事業番号 33102 事業名

年次計画

事業内容
平成18年度に整備済みの約5.0haを一部開園します。さらに、管理棟やデイキャンプ場、広場などの整
備を進め、水と緑が一体となったうるおいのある公園として平成20年度に全面開園します。

整備工事
・広場整備

公園緑地課総合公園整備事業　【重点施策14】

年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

一部開園
整備工事
公園の里親制度実施
・市民との協働による公園管理

全面開園
公園の里親制度実施
・市民との協働による公園管理

公園の里親制度実施
・市民との協働による公園管理

富岡第２児童公園・今川児童公
園・美浜第２児童公園の再整備
（4,350㎡）

富士見・今川地区の街区公園再
整備（3,100㎡）

当代島・弁天地区の街区公園再
整備(2,600㎡）

身近な公園づくり事業 担当課 公園緑地課

弁天ふれあいの森公園整備事業　【重点施策14】

年次計画

平成18年度 平成19年度

事業内容
元町､中町地域を対象に、近隣自治会の参加を得ながら、毎年２～３ヶ所の街区公園の再整備を進め
ます。

事業番号 33103 事業名

平成20年度
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(千円)　　

緑のリサイクル事業
(公園緑地課）

公園緑地や緑道、街路樹などの剪定枝や落葉、落枝などについて、堆肥化して土壌
改良材に使用したり、チップ化して公園や広場にマルティング材として敷設するなど、
緑化資材としての再利用を進めます。

平成19年度 平成20年度

54,720

３ヵ年の合計

○計画事業費

○適正な維持・管理の推進

事業名(担当課) 事業概要

【主要事業】

113,090

平成18年度

802,537 970,347
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(千円)　　

○協働による緑化の推進

協働による緑化の推進

市民等との協働による緑化推進事業 【重点施策14】

緑化活動支援
緑化啓発活動
公園等の里親制度による公園管
理
・花壇の水遣りと除草、情報提供

年次計画

事業内容

担当課事業名

平成18年度

緑化活動支援
緑化啓発活動
公園等の里親制度による公園管
理
・花壇の水遣りと除草、情報提供

平成19年度

事業番号

生垣設置奨励事業

保存樹木指定事業

植木まつりの開催

市民参加型の公園づくりを推進するとともに、活動団体に対し緑化活動支援事務取扱要領に基づき物
的な支援を行います。また、明海の丘公園や弁天ふれあいの森公園などで、公園の里親制度を実施
し、里親間での情報交換や交流を図るため、連絡協議会の設置を検討します。

緑化活動支援
緑化啓発活動
公園等の里親制度による公園管
理
・花壇の水遣りと除草、情報提供

公園緑地課

平成20年度

33201

担当課

公園緑地課

公園緑地課

事　業　名

公園緑地課

公園緑地課

２）緑化の推進

【計画事業】

緑化活動に取り組む市民の割合　　31.6％(平成16年度市民アンケート)

緑化活動支援事務取扱要領に基づく支援を受けている団体やグループの数　　10団体(平成16年度)　　

【事業体系】

施策の内容

市民参加の緑化活動を推進するため、緑化に取り組む市民の団体に対して緑化活動支援事務取扱要領
に基づく支援を行うとともに、公園の里親制度を導入し、周辺住民やボランティアとの協働による公園管理
を進めます。

市民等との協働による緑化推進事業　【重点施策14】

大規模な集合住宅や事業所などの開発にあたっては、十分な緑地が確保されるよう、事業主体に協議、
要請していきます。

緑化や緑の保全に関する市民の意識を啓発するとともに、生垣の奨励や保存樹木の指定など民有地の
緑化を推進します。

平成20年度

675

３ヵ年の合計

○計画事業費

平成19年度

2,930675

平成18年度

1,580

参考現状値
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植木まつりの開催
(公園緑地課）

民有地の緑化を推進するため、適用要件に該当する民間の樹木を申請に基づき保
存樹木として指定し補助金を交付します。

身近な生活環境が向上するよう、市民の緑化に対する意識啓発を図るため、毎年
ゴールデンウィーク期間中に植木まつりを開催し、みどりを守り育てる緑化運動を推
進します。

○協働による緑化の推進

事業名(担当課) 事業概要

生垣設置奨励事業
(公園緑地課）

民有地の緑化を推進するため、生垣の設置に対して奨励補助金を交付します。

保存樹木指定事業
(公園緑地課）

【主要事業】
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・

・

・

(千円)　　

景観計画等の運用
景観啓発活動

事業番号

平成18年度

景観行政団体の指定
景観計画・関連条例の検討
景観啓発活動

年次計画

事業内容

景観形成推進事業　【重点施策14】

景観計画・関連条例制定
運用体制の検討
景観啓発活動

33301

事　業　名

平成20年度

4,500

３ヵ年の合計

○計画事業費

13,800

平成19年度

4,500

平成18年度

4,800

３）都市景観の創造

【計画事業】

【事業体系】

施策の内容

市民や関係権利者、事業者との協働による景観形成に取り組むため、市民が主体となった景観づくりを
支援します。

地域の特性を活かした良好な景観形成を図るため、平成16年６月に制定された景観法に基づく景観行政
団体となり、景観計画の策定や条例の制定など、具体的な規制や誘導方策の検討を進めます。

市民の景観形成に関する理解と意識を深めるため、まち歩きやフォーラムの開催など、イベントによる普
及啓発活動に取り組みます。

気に入ったまちなみがある市民の割合　　76.8％(平成16年度市民アンケート)　　

担当課

都市政策課

○総合的な都市景観形成の推進／協働による都市景観の推進

総合的な都市景観形成の推
進

協働による都市景観の推進

景観形成推進事業　【重点施策14】

事業名

平成19年度

都市政策課

平成20年度

景観法に基づく景観行政団体となり、景観形成の具体的な規制や誘導方策として景観計画や関連条
例の制定、運用体制などの検討に取り組みます。

担当課

参考現状値
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・

・

・

・

猫実川最下流部の排水機場遊水池とその周辺の環境整備を進めるため、北栄側で県による旧護岸の撤
去にあわせた市道第１－61号線の道路環境の改善に取り組みます。

境川水辺空間整備事業　【重点施策４】

平成20年度

Ｃゾーン修景整備
Ｂゾーン護岸改修の促進
Ｂゾーン修景実施設計

事　業　名

河川環境対策事業

猫実川遊水池周辺整備事業 【再掲】

４）水辺空間の創出

【計画事業】

【事業体系】

施策の内容

市民生活にうるおいと安らぎを与える、より豊かな水辺空間を創出していくため、関係機関と連携を図りな
がら水辺空間の活用に取り組みます。特に、新町地域には境川や海岸線に沿って計画的に緑地が配置
されていますが、高洲地区の緑地整備に比べ、日の出・明海地区については整備が遅れています。水辺
空間の活用を図る上で、これらの緑地の整備が欠かせないことから、整備主体である都市機構や県企業
庁に整備の促進を働きかけていきます。

境川水辺空間整備事業　【重点施策４】

境川については、江川橋から東水門までのＣゾーンで、県による護岸改修を促進するとともに、護岸の改
修にあわせた修景整備を推進します。また、新橋から江川橋までのＢゾーンについては、県の護岸改修に
あわせた修景整備の実施に向け、県との協議を行いながら設計作業を進めます。

堀江川の汚濁や悪臭対策として、県との共同で浚渫などに取り組んできましたが、さらに水質の改善を図
るため、境川から河川水を導水します。

水辺を身近に感じている市民の割合　　59.2％(平成16年度市民アンケート)

担当課

事業名

江川橋から東水門までのＣゾーンについては、事業の早期完了を目指して県の護岸改修を促進すると
ともに、県事業の進捗にあわせて、河川や歩道の修景整備を進めます。
新橋から江川橋までのＢゾーンについては、県の地盤沈下対策事業による護岸改修を促進するととも
に、市負担分の修景整備について、県と協議を行いながら設計作業を進めます。

土木課

境川の整備促進

猫実川、堀江川、見明川の整
備

○境川の整備促進

担当課

土木課

土木課

土木課

事業内容

事業番号 33401

平成19年度

Ｃゾーン修景整備
Ｂゾーン護岸改修の促進

平成18年度

Ｃゾーン護岸改修の促進
Ｂゾーン護岸改修の促進年次計画

参考現状値
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(千円)　　

年次計画

平成18年度 平成19年度 平成20年度

県による護岸撤去工事
橋りょう工事

舗装工事(300m)

【再掲】 担当課42502 事業名 猫実川遊水池周辺整備事業

○計画事業費

県による護岸撤去工事
橋りょう工事
張出歩道設置工事(105m)
海楽側修景設計

平成20年度

境川からの導水ポンプ設置

土木課

事業内容
猫実川遊水池の北栄側で交通環境の改善を図るため、県による旧護岸の撤去にあわせ、市道第１－
61号線沿いに歩道を設置するとともに、橋りょうの付け替えを行います。また、海楽側については、管
理用通路部分の修景整備や遊歩道整備を進めます。

事業番号

事業番号

年次計画

平成18年度 平成19年度

特定の水源がなく生活雑排水が周辺から流入する堀江川の水質を改善するため、境川から河川水を
導水するポンプを増設し、希釈効果により水質を改善します。

33402 事業名

36,000

平成18年度

51,898 123,898

平成20年度

36,000

３ヵ年の合計平成19年度

河川環境対策事業 担当課 土木課

事業内容

○猫実川、堀江川、見明川の整備
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④

③
⑤

都市像３　事業の主な実施位置

①クリーンセンター
　廃棄物処理施設中長期整備基本計画策定事業 【具体的施策3-2-2】
②舞浜第２ポンプ場更新事業 【具体的施策3-2-4】
③高洲中継ポンプ場改修事業 【具体的施策3-2-4】
④墓地公園整備事業 【具体的施策3-2-5】
⑤総合公園整備事業 【具体的施策3-3-1】
⑥弁天ふれあいの森公園整備事業 【具体的施策3-3-1】
⑦境川水辺空間整備事業 【具体的施策3-3-4】
⑧河川環境対策事業(堀江川) 【具体的施策3-3-4】

○公共下水道整備事業　　元町地域・鉄鋼通り地区
   【具体的施策3-2-4】
○身近な公園づくり事業　　富岡第２児童公園・今川児童公園・美浜第２
　 【具体的施策3-3-1】　　 児童公園、富士見・今川・当代島・弁天地区
　　　　　　　　　　　　　　　　　の街区公園
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